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研究成果の概要（和文）：現在、少子高齢化や医療の在宅化が進む中、看護師全体の家族看護力の向上がわが国
の急務である。そこで、本研究では、ジェネラリストの家族看護力を向上させるeラーニング教育プログラムを
開発・実証することを目的とし以下の研究を実施した。①家族看護力の構成概念を明らかにした。②ジェネラリ
ストの家族看護力をアセスメントする尺度を開発した。③eラーニングツールとしてのジェネラリストの家族看
護力を向上する教育プログラムを開発した。②で開発した尺度を用いて、③開発したジェネラリストの家族看護
力向上プログラムの有効性を検討した

研究成果の概要（英文）：Improvement of the family nursing competency of nurses is an urgent task in 
Japan with the declining birthrate, the aging of the population, and the advancement of home medical
 care.
We conducted the following study with the purpose of developing and demonstrating an e-learning 
education program that improves the family nursing competency of generalist nurses. 
1) We clarified the composition concept of family nursing competency. 2) A scale was developed to 
assess the family nursing competency of generalists. 3) E-learning education program was developed 
to improve family nursing competency of generalist nurses. Using the scale developed in 2), we 
examined the effectiveness of the family nursing competency improvement program developed by the 3).

研究分野：家族看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、まず家族看護の実践能力とは何かを学術的に明らかにし、その中でもジェネラリストがもつべき家
族看護の実践能力について検討し、その能力を養うためのeラーニングツールを開発した。ジェネラリストがも
つべき家族看護の実践能力が明らかになることで、基礎教育で教授するべき範囲が明確になったことは学術的意
義があると考える．また、その能力を現認教育でも使用できるツールとしてeラーニングを用いた教育プログラ
ムを開発した。この教育プログラムを活用することで、どこからでも誰でも学習できる環境が提供されることは
看護師の家族看護実践能力のボトムアップに貢献できると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 患者個人だけでなく、患者を含む家族を 1つのシステムユニットとしてとらえ、家族全体を
対象とした看護ケアを提供することが世界的なスタンダードとなっている(Hinds ほか、Cancer 
Nurs.、 2012)。すなわち、看護師は患者個人を看護するための知識やスキルだけでなく、家族
システムユニットを統合的にアセスメントし、家族全体を看護するための知識やスキルを常備
することが求められる。特に近年では、病院から在宅へと医療は大きくパラダイム・シフトを
迫られており、在宅での治療の継続や療養には「家族」の存在は欠かせない。“介護うつ”、“共
倒れ”などの用語が新聞などで散見される超高齢社会において、家族に対して取り組むべき課
題は多く、看護師のもつ家族看護力のニーズは高まっている。 
1990 年代後半から看護系大学が増加し、2014 年には 234 校となった。看護学教育の学部教育
化が浸透してきており、エビデンスにもとづいた看護師の看護能力の向上が求められている。
しかし、4 年間の学部教育では、家族看護学の知識に少し触れることはできても、実践能力を
身につけるまでに至らない。大学によっては、独立した「家族看護学」の科目がない場合もあ
る。また、わが国では学部教育を受けていない看護師も多く存在するため、卒後教育として、
家族看護力を身につける手段が必須となる。そこで、本研究では、家族看護学の卒後教育の 1
つとして e ラーニングを用いた教育ツールを開発することにした。e ラーニングを用いれば、
教育の地域格差を是正できる。また、勤務している多忙な看護師が決められた日時の研修に参
加するのは難しい場合もあるが、e ラーニングであれば、自分の好きな時間に勉強ができると
いう点で大変優れている。この教育ツールによって、ジェネラリストの看護師が日々の実践に
使用することが可能となる。 
 家族看護を専門とする家族支援専門看護師教育は大学院において開始されており、現在国内
には 27名の家族支援専門看護師が存在する（2014 年現在）。スペシャリストはジェネラリスト
の家族看護力を育成する役割も担っているが、まだ少数であり、彼らの勤務地も偏っているた
め、看護師全体の能力の底上げには至らない。また、家族支援専門看護師の多くは規模の大き
い病院で勤務しているが、活躍の場は幅広く、病棟の 1スタッフとして働いている者から、ど
この病棟にも属さず独立して活躍している場合もあり、家族支援専門看護師の専門的能力は未
だ研究で明らかになっていないのが現状である。すなわち、家族看護の専門家教育が開始され
たものの、専門家の家族看護力、ジェネラリストの家族看護力は明確になっていない。そこで、
本研究では、家族看護学を専門とする大学教員、家族支援専門看護師らの協力を得て、スペシ
ャリストの家族看護力とはなにか、ジェネラリストが具備すべき家族看護力はなにかをまずは
明らかにし、家族支援専門看護師と共にジェネラリストの家族看護力を向上する教育プログラ
ムを開発することを目的としている。同時に、家族支援専門看護師の専門能力とはなにかを明
らかにすることができ、今後の大学院教育への示唆を得ることができる。 
２．研究の目的 
本研究では、ジェネラリストの家族看護力を向上させる e ラーニング教育プログラムを開
発・実証することを目的とする。具体的な目標としては、①家族看護力の構成概念を明らかに
する ②ジェネラリストの家族看護力をアセスメントする尺度を開発する ③e ラーニングツ
ールとしてのジェネラリストの家族看護力を向上する教育プログラムを開発する ④②で開発
した尺度を用いて③で開発したジェネラリストの家族看護力向上プログラムの有効性を検討す
る。 
３．研究の方法 
研究 1 家族看護力の構成概念の明確化 
ジェネラリストのもつべき家族看護能力を抽出するために、国内外で一般的に使用されてい
る書籍の内容を抽出することとした。CiNii Books、Webcat Plus、NDL-OPAC を用い、「家族看
護」のキーワードで検索した結果、41 件が抽出された。海外の書籍については「family nursing」
に関連する書籍をハンドサーチし、6 件を分析対象に加えた。すべての書籍と資料を精読し、
家族看護過程別（家族情報収集、家族アセスメント、家族支援計画、家族支援実践、家族支援
評価）に内容分析を実施した。分析は 4名の家族支援実践者と家族看護学研究者で行い、リガ
ーを高めた。 
研究 2 ジェネラリスト看護師の家族看護実践能力尺度の開発 
研究 1で明らかとなった家族看護力の構成要素を家族看護実践能力尺度の項目案（85項目）
とし、尺度案を作成した。次に、それらがジェネラリストの看護師がもつ能力として適切な項
目がどうかを明らかにするために、全国の家族看護学を専門とする教育者・研究者（大学教員）、
実践者（家族支援専門看護師）を対象とした 3段階デルファイ法による質問紙調査を実施した。
大学教員は、家族看護学を専門とし、家族支援専門看護師を養成している大学院教員を対象と
した。対象者は、依頼文を読み、本研究への参加に同意した場合にのみ、指定されたサイトに
アクセスし、質問に回答した。インターネット調査は Survey Monkey を用いた。その結果、尺
度の項目は，61 項目となった。次に、国内の家族看護を専門とする研究者とジェネラリスト看
護師を対象としたインタビュー調査を実施し、項目の表面妥当性を検討した。尺度の信頼性と
妥当性を検討するために、A大学医学部附属病院、B市民病院の看護師を対象とした質問紙調査
を実施した。併存妥当性を検定する尺度として、既存の「The Holistic Nursing Competence 
Scale」を用いた。 
研究 3 家族看護力向上のための教育プログラム、eラーニングツールの作成 



看護教育における eラーニングについての国内文献検討を行い、現状と課題を明らかにした。
それを踏まえて、研究代表者と家族支援専門看護師 3名で、ジェネラリスト看護師の家族看護
実践能力尺度の項目が学べるような eラーニングツールの原案を作成した。次に、日本家族看
護学会学術集会にて、家族看護の現任教育における eラーニングについての交流集会を行い、
参加者からの意見を集約した。それをもとに、eラーニングツールをブラッシュアップした。 
研究 4 家族看護力向上プログラムの妥当性の検討 
e ラーニングプログラムを用いた介入研究のパイロットスタディを実施した。対象者は、A
大学医学部附属病院，C市にある訪問看護ステーション16施設からリクルートした。対象者は、
研究依頼文を読み、本研究への参加に同意した場合にのみ研究者へメールで連絡をし、e ラー
ニングプログラムに参加した。対象者は、e ラーニングプログラムの前にジェネラリスト看護
師の家族看護実践能力尺度に回答し、約 1ヶ月の eラーニングプログラムを受講後、再度ジェ
ネラリスト看護師の家族看護実践能力尺度と、e ラーニングプログラムについての事後アンケ
ートについて回答した。質問紙はすべてインターネット調査とし、Survey Monkey を用いた。
本 eラーニングプログラムの効果は、ジェネラリスト看護師の家族看護実践能力尺度の変化と
eラーニングプログラムについての事後アンケートから評価した。 
 
４．研究成果 
研究 1 家族看護力の構成概念の明確化 
国内外の文献から家族看護過程別に分析した結果、家族情報収集では、「家族アセスメント指
標を用いて系統的に情報を収集する」「家族員間の相互作用を観察する」など、家族アセスメン
トでは、「家族のもつ多様な側面をとらえると同時に相互の関係を分析する」など、家族支援計
画では「家族看護問題の明確化と優先順位の設定をする」「家族のセルフケアを推進する計画を
立案する」など、家族支援実践では「家族とのパートナーシップの形成する」「家族員、家族シ
ステムユニット、家族外部環境システムに働きかける」など、家族支援評価では「家族と共に
評価を行う」「家族機能レベルを経時的に評価する」などが家族看護の能力として抽出された。
看護過程の展開は，個人看護も同様のプロセスではあるが、家族という複雑な集団をとらえる
にあたっては、既存の理論やモデルをベースとした情報収集とアセスメントのプロセスが重要
である。本研究では各書籍に書かれている家族看護過程の段階別に内容を分類したが、書籍に
よっては同じ内容のものが異なる段階に分類されており、統合するのに困難があった。ジェネ
ラリストの家族看護能力向上を目指すためには、どのような時にどのような能力を発揮する必
要があるのかを系統立てて明確にする必要があることが示唆された。 
 
研究 2 ジェネラリスト看護師の家族看護実践能力尺度の開発 
 研究 1で明らかとなった家族看護力の構成要素を家族看護実践能力尺度の項目案とし、家族
看護過程別に（家族の情報収集、家族アセスメント、家族支援計画、家族支援、家族支援の評
価）合計 85項目とした。3段階デルファイ法による質問紙調査については、家族支援専門看護
師を要請している大学の教員と家族支援専門看護師 15 名から協力を得た。3段階デルファイ法
により、85 項目から、61項目に絞られた。次に、国内の家族看護を専門とする研究者とジェネ
ラリスト看護師 10 名を対象としたインタビュー調査を実施し、項目の表面妥当性を検討し、表
現を一部修正した。その後、61 項目の家族看護実践能力尺度の信頼性、妥当性の検討を行った。
698 名（内，再テスト法 76名）から回答を得た。統計解析を行った結果、尺度の構成概念妥当
性，併存妥当性，安定性，信頼性が確保された。 
 
研究 3 家族看護力向上のための教育プログラム、eラーニングツールの作成 
看護教育における eラーニングについての国内文献検討を行った結果、多くの文献は学生向
けの e ラーニングについての研究であり、現任教育のものが少ないことが明らかとなった。e
ラーニングは、いつでもどこでも手軽にできるというメリットがある一方で、受講者のモチベ
ーションを保つことの難しさなどが指摘されており、e ラーニングを受講する際の学習サポー
トの重要性が明らかとなった。そこで、本教育プログラムでは、受講期間中の質問コーナーを
設けることとした。次に、日本家族看護学会学術集会にて、家族看護の現任教育における eラ
ーニングについての交流集会を行い、参加者からの意見を集約した。その結果、家族支援介入
の具体的な事例で演習できることが実践能力の育成につながるとの意見が多く、e ラーニング
に事例を入れることとした。 
最終的に、本 e ラーニングは家族看護過程の基礎を学ぶことができるものと位置づけ、全 6
回の講義形式とし、各回の講義終了後にチェックテストを設けた。内容は下記のとおりである。 
1．家族看護とは？（10分のスライド講義） 
2．家族の情報収集（10分のスライド講義） 
3．家族のアセスメント（10 分のスライド講義） 
4．家族看護計画の立案（10 分のスライド講義） 
5．家族看護支援（10分のスライド講義） 
6．事例（20 分のスライド講義） 
 
研究 4 家族看護力向上プログラムの妥当性の検討 



A 大学医学部附属病院、C市内の訪問看護ステーションに勤務するジェネラリスト看護師を対
象とし、約 1ヶ月間研究 3で作成した eラーニングを用いた教育プログラムを実施した。教育
プログラム実施前後で測定したジェネラリスト看護師の家族看護実践能力尺度の得点に改善が
認められたが、対象者数が少ないため、今後も本調査を継続し、本教育プログラムの有効性を
検討したい。また、本研究では家族看護過程の基礎を学ぶ教育プログラムを開発したが、今後
は状況別や分野別など、様々なセッティングにおける教育プログラムを開発していきたい。 
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